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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インキツボローラと、このインキツボローラの軸方向に並設された複数のインキツボキ
ーと、前記インキツボローラからの刷版へのインキの供給通路に揺動自在に設けられたイ
ンキ呼出しロールと、このインキ呼出しロールを印刷機の回転に同調させて揺動させるイ
ンキ呼出しロール揺動手段と、前記インキ呼出しロールの揺動を停止させるインキ呼出し
ロール停止手段と、このインキ呼出しロール停止手段を作動させて前記インキ呼出しロー
ルの揺動を間欠的に停止させるインキ呼出しロール間欠停止手段とを備え、前記インキツ
ボローラの回転によって前記インキツボキーと前記インキツボローラとの間の隙間から前
記インキツボローラに供給されたインキを、前記インキ呼出しロールの揺動動作によって
前記刷版に供給し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機において、
　前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量が所定の範囲にある
インキツボキーの数をカウントし、
　このカウントしたインキツボキーの数に基づいて前記インキ呼出しロール間欠停止手段
を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項２】
　請求項１に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記カウントしたインキツボキーの数が所定数よりも大きい場合に前記インキ呼出しロ
ール間欠停止手段を作動させる
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　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項３】
　請求項１に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記カウントしたインキツボキーの数とインキツボキー全体の数との割合を求め、
　この求めた割合が予め設定されている割合よりも大きい場合に前記インキ呼出しロール
間欠停止手段を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項４】
　請求項１に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　零よりも大きく所定値よりも小さい範囲を前記所定の範囲としてカウントしたインキツ
ボキーの数と印刷に使用するインキツボキーの数との割合を求め、
　この求めた割合が予め設定されている割合よりも大きい場合に前記インキ呼出しロール
間欠停止手段を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項５】
　請求項１に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキ呼出しロール間欠停止手段によって前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的
に停止させる場合、前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量を
補正する
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項６】
　請求項５に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量の補正は、前記イン
キツボキーと前記インキツボローラとの間の隙間量が予め定められている値よりも大きい
もののみに対して行う
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項７】
　請求項６に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量の補正は補正後の値
が大きくなる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項８】
　請求項６に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量の補正は予め定めら
れた補正係数を掛けた値だけ補正後の値が大きくなる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項９】
　請求項１に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキ呼出しロール間欠停止手段によって前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的
に停止させる場合、前記インキツボローラの回転量を補正する
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボローラの回転量の補正は補正後の値が大きくなる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボローラの回転量の補正は予め定められた補正係数を掛けた値だけ補正後
の値が大きくなる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
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【請求項１２】
　インキツボローラと、このインキツボローラの軸方向に並設された複数のインキツボキ
ーと、前記インキツボローラからの刷版へのインキの供給通路に揺動自在に設けられたイ
ンキ呼出しロールと、このインキ呼出しロールを印刷機の回転に同調させて揺動させるイ
ンキ呼出しロール揺動手段と、前記インキ呼出しロールの揺動を停止させるインキ呼出し
ロール停止手段と、このインキ呼出しロール停止手段を作動させて前記インキ呼出しロー
ルの揺動を間欠的に停止させるインキ呼出しロール間欠停止手段とを備え、前記インキツ
ボローラの回転によって前記インキツボキーと前記インキツボローラとの間の隙間から前
記インキツボローラに供給されたインキを、前記インキ呼出しロールの揺動動作によって
前記刷版に供給し、この刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機において、
　前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量が所定の範囲にある
インキツボキーの数をカウントするカウント手段と、
　このカウント手段によりカウントされたインキツボキーの数に基づいて前記インキ呼出
しロール間欠停止手段を作動させる間欠停止作動手段と
　を備えたことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記間欠停止作動手段は、前記カウントされたインキツボキーの数が所定数よりも大き
い場合に前記インキ呼出しロール間欠停止手段を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１４】
　請求項１２に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記間欠停止作動手段は、前記カウントされたインキツボキーの数とインキツボキー全
体の数との割合を求め、この求めた割合が予め設定されている割合よりも大きい場合に前
記インキ呼出しロール間欠停止手段を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１５】
　請求項１２に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記カウント手段は、前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間
量が零よりも大きく所定値よりも小さい所定の範囲にあるインキツボキーの数をカウント
し、
　前記間欠停止作動手段は、前記カウントされたインキツボキーの数と印刷に使用するイ
ンキツボキーの数との割合を求め、この求めた割合が予め設定されている割合よりも大き
い場合に前記インキ呼出しロール間欠停止手段を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１６】
　請求項１２に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記インキ呼出しロール間欠停止手段によって前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的
に停止させる場合、前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量を
補正する補正手段
　を備えたことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記補正手段は、前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量が
予め定められている値よりも大きいもののみに対して行う
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記補正手段による前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量
の補正は補正後の値が大きくなる
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　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項１９】
　請求項１７に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記補正手段による前記インキツボキーに対する前記インキツボローラとの間の隙間量
の補正は予め定められた補正係数を掛けた値だけ補正後の値が大きくなる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２０】
　請求項１２に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記インキ呼出しロール間欠停止手段によって前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的
に停止させる場合、前記インキツボローラの回転量を補正する補正手段
　を備えたことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記補正手段は、前記インキツボローラの回転量を大きくなるように補正する
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２２】
　請求項２０に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記補正手段は、前記インキツボローラの回転量を予め定められた補正係数を掛けた値
だけ大きくなるように補正する
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２３】
　請求項５に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボキーに対するインキツボローラとの間の隙間量は、前記刷版の絵柄面積
率に応じて補正されることを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項２４】
　請求項９に記載された印刷機のインキ供給量制御方法において、
　前記インキツボローラの回転量は、前記刷版の絵柄面積率に応じて補正されることを特
徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項２５】
　請求項１６に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記インキツボキーに対するインキツボローラとの間の隙間量は、前記刷版の絵柄面積
率に応じて補正されることを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２６】
　請求項２０に記載された印刷機のインキ供給量制御装置において、
　前記インキツボローラの回転量は、前記刷版の絵柄面積率に応じて補正されることを特
徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【請求項２７】
　複数のインキツボキーと、このインキツボキーの開き量によって調整された量のインキ
を刷版に供給する、揺動自在に設けられたインキ呼出しロールと、このインキ呼出しロー
ルを印刷機の回転に同調させて揺動させるインキ呼出しロール揺動手段と、前記インキ呼
出しロールの揺動を停止させるインキ呼出しロール停止手段と、このインキ呼出しロール
停止手段を作動させて前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的に停止させるインキ呼出し
ロール間欠停止手段とを備え、前記刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機
において、
　前記インキツボキーの開き量が所定の範囲にあるインキツボキーの数をカウントし、
　このカウントしたインキツボキーの数に基づいて前記インキ呼出しロール間欠停止手段
を作動させる
　ことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御方法。
【請求項２８】
　複数のインキツボキーと、このインキツボキーの開き量によって調整された量のインキ
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を刷版に供給する、揺動自在に設けられたインキ呼出しロールと、このインキ呼出しロー
ルを印刷機の回転に同調させて揺動させるインキ呼出しロール揺動手段と、前記インキ呼
出しロールの揺動を停止させるインキ呼出しロール停止手段と、このインキ呼出しロール
停止手段を作動させて前記インキ呼出しロールの揺動を間欠的に停止させるインキ呼出し
ロール間欠停止手段とを備え、前記刷版に供給されたインキを印刷用紙に印刷する印刷機
において、
　前記インキツボキーの開き量が所定の範囲にあるインキツボキーの数をカウントするカ
ウント手段と、
　このカウント手段によりカウントされたインキツボキーの数に基づいて前記インキ呼出
しロール間欠停止手段を作動させる間欠停止作動手段と
　を備えたことを特徴とする印刷機のインキ供給量制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、印刷機のインキ供給量制御に関し、より具体的には、インキ呼出しロールの
揺動（インキ呼出し動作）を間欠的に停止させることによって、絵柄が少ない印刷物にお
ける濃度ムラなどの発生を抑えることができるようにした印刷機のインキ供給量制御方法
および装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、印刷機におけるインキ供給量は、インキツボキーとインキツボローラとの間の
隙間量によって制御されている。図１７に輪転印刷機における各色の印刷ユニット内のイ
ンキ供給装置（インカー）の要部を示す。同図において、１はインキツボ、２はインキツ
ボ１に蓄えられたインキ、３はインキツボローラ、４（４－１～４－ｎ）はインキツボロ
ーラ３の軸方向に複数並設されたインキツボキー、５はインキ呼出しロール、６はインキ
ローラ群、７は刷版、８は版胴であり、刷版７は版胴８に装着されている。図１８は４色
輪転印刷機を示す側面図である。同図において、９－１～９－４は各色の印刷ユニットで
あり、この印刷ユニット９－１～９－４内に上述したインキ供給装置が各個に設けられて
いる。
【０００３】
この印刷機では、インキツボローラ３の回転によって、インキツボキー４とインキツボロ
ーラ３との間の隙間からインキツボ１内のインキがインキツボローラ３に供給される。イ
ンキツボローラ３に供給されたインキは、インキ呼出しロール５の揺動により、インキツ
ボローラ３からインキ呼出しロール５に移され、インキ呼出しロール５からインキロール
（練ロール）６－１に移される。インキロール６－１に移されたインキは、インキローラ
群６で練られた後、インキ着ロール６－２に移され、刷版７に供給される。刷版７に供給
されたインキは、図示されていないゴム胴を介して、印刷用紙に印刷される。
【０００４】
インキツボキー４－１～４－ｎとインキツボローラ３との間の隙間量（インキツボキー４
－１～４－ｎの開き量）は、インキツボキー４－１～４－ｎに対応する刷版７の各エリア
の絵柄面積率に応じて設定される。例えば、予め設定されている「絵柄面積率－インキツ
ボキー開き量変換カーブ」に従ってインキツボキー４－１～４－ｎの開き量の設定値が求
められ、この設定値に合致するようにインキツボキー４－１～４－ｎの開き量が調整され
る。また、インキツボローラ３の回転量（送り量）は、予めその値が定められる。このイ
ンキツボキー４－１～４－ｎの開き量の設定およびインキツボローラ３の送り量の設定は
各色の印刷ユニット９（９－１～９－４）毎に行われる。
【０００５】
各色の印刷ユニット９内のインキ供給装置において、インキ呼出しロール５は、インキツ
ボローラ３とインキロール６－１との間を往復揺動し、インキロール６－１へインキを受
け渡す。その往復動作（インキ呼出し動作）は、インキ受け渡し量を一定にするため、版
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胴８の回転（印刷機の回転）と同調するように、印刷機と同一の駆動源により行い、例え
ば、版胴８の６回転に対し、これと連動して回転する駆動用カムの１回転によって、イン
キ呼出しロール５を１回往復揺動させている。
【０００６】
最近の印刷機では、印刷機の高速化により、印刷紙へのインキ供給量とインキツボキー開
閉のバランスが微妙になり、インキ供給量を安定させるのが困難になってきた。特に、絵
柄が少ない印刷物（小絵柄の印刷物）に対しては、インキがインキ供給装置内に余分に供
給されてしまい、それが濃度ムラなどが発生する原因となっていた。
【０００７】
そこで、下記の特許文献１に示されたインキ呼出し装置では、インキ呼出しロールの揺動
を間欠的に停止させることによって、インキ供給装置内へのインキの供給量を少なくし、
小絵柄の印刷物における濃度ムラなどの発生を抑えるようにしている。間欠的に停止させ
るにあたっては、例えば、インキ呼出しロールを往復揺動させる駆動用カムと同軸回転す
る回転軸の回転数をセンサで検出し、その回転数に対する整数比の割合で、エアシリンダ
を作動させ、インキ呼出しロールをインキロール側に押し付けて、インキ呼出しロールの
往復動作を停止させるようにしている。
【０００８】
【特許文献１】
特開平５－１４７２００号公報（第２－３頁、第１図、第５図）
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１に示されたインキ呼出し装置では、オペレータがこれから印刷
する印刷物の絵柄を見て、あるいは、印刷された印刷物を見て、インキ呼出し動作の間欠
停止を行うか否かを判断していた。このため、熟練したオペレータでないと正確な判断が
できず、インキ呼出し回数の間引き運転（インキ呼出し動作の間欠停止）をしなければな
らないのに間引き運転せず、あるいは逆に、通常の状態で運転しなければならないのに間
引き運転してしまい、正常な印刷物が得られないという問題があった。あるいは、実際に
印刷を開始してから濃度ムラ等が発生し、その後で間引き運転に切り換え、インキツボキ
ーの開き量を調整するようになり、損紙が多く発生してしまい、余分な時間がかかる、オ
ペレータに負担がかかる、印刷資材が無駄になる、作業効率が悪くなる等の問題があった
。
【００１０】
本発明はこのような課題を解決するためになされたもので、その目的とするところは、イ
ンキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かの判断を自動化することによって、オペレータの
負担を軽減することができる印刷機のインキ供給量制御方法および装置を提供することに
ある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するために本発明は、上述した印刷機において、インキツボキー
の開き量が所定の範囲にあるインキツボキーの数をカウントし、このカウントしたインキ
ツボキーの数に基づいてインキ呼出しロール間欠停止手段を作動させるようにしたもので
ある。
【００１２】
　この発明では、インキツボキーの開き量が所定の範囲にあるインキツボキーの数、例え
ば絵柄面積率に応じて定められる設定値やポテンショメータなどによって検出される実際
値が所定値よりも小さいインキツボキーの数をカウントし、このカウントしたインキツボ
キーの数が所定数よりも大きい場合に、インキ呼出し回数の間引き運転が必要であると判
断し、インキ呼出しロール間欠駆動手段を作動させる。すなわち、小絵柄部の数をカウン
トし、小絵柄部の数が所定数よりも多い場合に、インキ呼出し動作の間欠停止を行う。
【００１３】
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なお、インキツボキーの開き量が零よりも大きく所定値よりも小さい（０＜開き量＜所定
値）インキツボキーの数をカウントし、このカウントしたインキツボキーの数が所定数よ
りも大きい場合に、インキ呼出しロール間欠駆動手段を作動させるようにしてもよい。
【００１４】
また、カウントしたインキツボキーの数とインキツボキー全体の数との割合を求め、この
求めた割合が予め設定されている割合よりも大きい場合にインキ呼出しロール間欠停止手
段を作動させたり、インキツボキーの開き量が零よりも大きく所定値よりも小さい（０＜
開き量＜所定値）インキツボキーの数をカウントし、このカウントしたインキツボキーの
数と印刷に使用するインキツボキーの数との割合を求め、この求めた割合が予め設定され
ている割合よりも大きい場合にインキ呼出しロール間欠停止手段を作動させるようにして
もよい。
【００１５】
また、インキ呼出しロール間欠停止手段によってインキ呼出し動作を間欠的に停止させる
場合、インキツボキーの開き量を補正するようにしてもよい。すなわち、インキ呼出しロ
ールの呼出し回数を間引いて小絵柄部でのインキの過剰供給を抑えようとする場合、イン
キツボキーの開き量を補正するようにしてもよい。
【００１６】
この場合、インキツボキーの開き量の補正は、インキツボキーの開き量が予め定められて
いる値よりも大きいもののみに対して行う。これにより、小絵柄部を除く大中絵柄部につ
いてのみ、インキツボキーの開き量を補正する。この時、インキツボキーの開き量を大き
くなるように補正すれば、１回の呼出しにおける大中絵柄部へのインキの供給量が増大し
、呼出し回数を間引いたことによる減少分を補償することができる。なお、インキツボキ
ーの開き量の補正方法として、予め定められた補正係数を掛けた値だけ大きくするという
方法が考えられる。
【００１７】
上述においては、インキ呼出し動作を間欠的に停止させる場合、インキツボキーの開き量
を補正するようにしたが、インキツボローラの回転量（インキツボローラの送り量）を補
正するようにしてもよい。ここで、インキツボローラの回転量は、予め定められる設定値
としてもよく、タコジェネレータなどによって検出される実際値としてもよい。この時、
インキツボローラの送り量を大きくなるように補正すれば、後述するように、インキツボ
キーの開き量が小さい小絵柄部へのインキの供給量の増大に比べ、インキツボキーの開き
量が大きい大中絵柄部へのインキの供給量がより大きく増大し、大中絵柄部へのインキの
供給量の不足が解消される。なお、インキツボローラの送り量の補正方法として、予め定
められた補正係数を掛けた値だけ大きくするという方法が考えられる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に基づいて詳細に説明する。
〔実施の形態１：自動方式▲１▼〕
先ず、実施の形態１として、「間欠停止＋補正」をＣＰＵ１０の判断によって自動で行う
第１番目の方式（自動方式▲１▼）について説明する。
【００１９】
図１はこの発明に係る印刷機のインキ供給量制御装置の一実施の形態（実施の形態１）を
示すブロック図である。同図において、１０はＣＰＵ、１１はＲＯＭ、１２はＲＡＭ、１
３はスイッチ群、１４は表示器、１５はフレキシブルディスク又は磁気カードドライブ（
ドライブ装置）、１６はプリンタ、１７～２０は入出力インターフェイス（Ｉ／Ｏ）、Ｍ
１～Ｍ１１はメモリ、２１はインキツボキー駆動装置、２２はインキツボローラ駆動装置
、２３は呼出し停止用エアシリンダ駆動装置である。スイッチ群１３には補正ボタン１３
－１が設けられている。
【００２０】
ＣＰＵ１０は、インターフェイス１７を介して与えられる各種入力情報を得て、ＲＡＭ１
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２にアクセスしながら、ＲＯＭ１１に格納されたプログラムに従って動作する。ＲＯＭ１
１には各色の印刷ユニット９における刷版７へのインキ供給量を制御するためのプログラ
ム（インキ供給量制御プログラム）が格納されている。なお、このインキ供給量制御プロ
グラムは、例えばＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体に記録された状態で提供し、この記録媒体
から読み出してハードディスク（図示せず）にインストールするようにしてもよい。
【００２１】
インキツボキー駆動装置２１はインキツボキー４－１～４－ｎに対応して各個に設けられ
ている。すなわち、ｎ個のインキツボキー４（４－１～４－ｎ）に対し、ｎ個のインキツ
ボキー駆動装置２１（２１－１～２１－ｎ）が設けられている。これらインキツボキー駆
動装置２１－１～２１－ｎによって、インキツボキー４－１～４－ｎのインキツボローラ
３に対する開き量が各個に調整される。インキツボキー駆動装置２１－１～２１－ｎは、
それぞれインキツボキーモータドライバ２１Ａと、インキツボキーモータ２１Ｂと、ロー
タリーエンコーダ２１Ｃとを備えている。インキツボキー駆動装置２１－１～２１－ｎは
各色のインキツボキー４－１～４－ｎに対して設けられている。
【００２２】
インキツボローラ駆動装置２２は各色のツボローラ３に対応して個別に設けられている。
すなわち、４色輪転印刷機において、インキツボローラ駆動装置２２は４個のインキツボ
ローラ駆動装置２２－１～２２－４から構成され、これらインキツボローラ駆動装置２２
－１～２２－４によって、各色のインキツボローラ３の送り量が個別に調整される。イン
キツボローラ駆動装置２２－１～２２－４は、それぞれインキツボローラモータドライバ
２２Ａと、インキツボローラモータ２２Ｂと、ロータリーエンコーダ２２Ｃとを備えてい
る。
【００２３】
呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３は各色のインキ呼出しロール５に対応して個別に
設けられている。すなわち、４色輪転印刷機において、呼出し停止用エアシリンダ駆動装
置２３は４個の呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３－１～２３－４から構成され、こ
れら呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３－１～２３－４によって、各色のインキ呼出
しロール５の呼出し動作が間欠的に停止される。
【００２４】
呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３－１～２３－４は、それぞれ呼出し停止開始用カ
ウンタ２３Ａと、呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂと、フリップフロップ回路２
３Ｃと、呼出し停止用エアシリンダ２３Ｄとを備えている。呼出し停止開始用カウンタ２
３Ａおよび呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂには、インキ呼出しカム回転検出用
センサ２５より、インキ呼出しロール５を往復揺動させる駆動用カムと同軸回転する回転
軸の１回転毎に、１パルスの信号が与えられる。
【００２５】
メモリＭ１には、ドライブ装置１５にセットされる記録媒体などから読み取られる、各色
の印刷ユニット９における版胴８に装着される刷版７の絵柄データが書き込まれる。
メモリＭ２には、ドライブ装置１５にセットされる記録媒体などから読み取られる、各色
の印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の送り量データＲＳ（ＲＳ１～ＲＳ４）が
書き込まれる。
メモリＭ３には、各色ごとの「絵柄面積率－インキツボキー開き量変換カーブ」が格納さ
れる。
【００２６】
メモリＭ４には、スイッチ群１３におけるオペレータのキー操作によって設定される、各
色の印刷ユニット９におけるインキ呼出しロール５の呼出し動作の停止回数Ｗ（Ｗ１～Ｗ
４）が書き込まれる。ここで「呼出し動作の停止回数」とは呼出し動作を停止させる割合
を表し、本実施の形態においては、１回の呼出し動作に対する呼出し動作の間引き数また
は間引く割合であり、たとえば停止回数Ｗ＝１であれば、１回休んで１回呼出し動作を行
う（本来ならば呼出し動作を２回行うところを１回停止する）ことを意味し、停止回数Ｗ
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＝２であれば、２回休んで１回呼出し動作（本来ならば呼出し動作を３回行うところを２
回停止する）を行うことを意味する。
【００２７】
メモリＭ５には、スイッチ群１３におけるオペレータのキー操作によって設定される、各
色の印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎに対しての小絵柄部か否かを
判断するためのインキツボキーの開き量に対する所定値が小絵柄部判定値θｓ（θｓ１～
θｓ４）として書き込まれる。
メモリＭ６には、各色の印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎに対する
開き量の設定値θ１～θｎを後述する処理によって補正した開き量の補正値θ１’～θｎ
’が書き込まれる。
【００２８】
メモリＭ７には、スイッチ群１３におけるオペレータのキー操作によって設定される、各
色の印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎに対しての開き量の補正係数
α（α１～α４）が書き込まれる。なお、補正係数αは、α＞０の任意の値として設定さ
れる。
【００２９】
メモリＭ８には、オペレータのキー操作によって設定される停止回数Ｗから求められる、
各色の印刷ユニット９における呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出し停
止開始用カウンタ２３Ａに設定する設定値Ｃ１（Ｃ１1 ～Ｃ１4 ）が書き込まれる。
メモリＭ９には、オペレータのキー操作によって設定される停止回数Ｗから求められる、
各色の印刷ユニット９における呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出しカ
ウンタリセット用カウンタ２３Ｂに設定する設定値Ｃ２（Ｃ２1 ～Ｃ２4 ）が書き込まれ
る。
【００３０】
メモリＭ１０には、スイッチ群１３におけるオペレータのキー操作によって設定される、
各色の印刷ユニット９におけるインキツボローラ３に対しての送り量の補正係数β（β１
～β４）が書き込まれる。なお、補正係数βは、β＞０の任意の値として設定される。
メモリＭ１１には、各色の印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の送り量の設定値
ＲＳ（ＲＳ１～ＲＳ４）を後述する処理によって補正した送り量の補正値ＲＳ’（ＲＳ１
’～ＲＳ４’）が書き込まれる。
【００３１】
小絵柄部数カウンタ２４は各色の版胴８に装着される刷版７の小絵柄部の数をカウントす
る。この小絵柄部数のカウントについては後述する。
メモリＭ１２には、小絵柄部数カウンタ２４によってカウントされた小絵柄部数Ｋｍ（Ｋ
ｍ１～Ｋｍ４）が書き込まれる。
メモリＭ１３には、インキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かの判定を行うための各色の
小絵柄部数が小絵柄部数判定値Ｋｓ（Ｋｓ１～Ｋｓ４）として書き込まれる。
【００３２】
〔動作例１：間欠停止＋インキツボキーの開き量の補正〕
このインキ供給量制御装置における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１）を図２および
図３に分割して示したフローチャートに従って説明する。印刷ユニット９－１～９－４の
それぞれにおいて、同様の動作が行われるので、ここでは１つの印刷ユニット９での動作
例として説明する。
【００３３】
なお、この動作に入る前に、メモリＭ３には各色ごとの「絵柄面積率－インキツボキー開
き量変換カーブ」が格納されているものとする。また、スイッチ群１３におけるオペレー
タのキー操作によって、各色の印刷ユニット９におけるインキツボローラ５に対する呼出
し動作の停止回数Ｗ（Ｗ１～Ｗ４）がメモリＭ４に、各色の印刷ユニット９におけるイン
キツボキー４－１～４－ｎに対しての小絵柄部判定値θｓ（θｓ１～θｓ４）がメモリＭ
５に、各色の印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎに対しての開き量の
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補正係数α（α１～α４）がメモリＭ７に、インキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かの
判定を行うための各色の小絵柄部数が小絵柄部数判定値Ｋｓ（Ｋｓ１～Ｋｓ４）としてメ
モリＭ１３に書き込まれているものとする。
【００３４】
〔絵柄データ、送り量データの読み取り、記憶〕
ＣＰＵ１０は、ドライブ装置１５にセットされる記録媒体などから印刷ユニット９の版胴
８に装着される刷版７の絵柄データ、および印刷ユニット９のインキツボローラ３の送り
量データＲＳを読み取り、絵柄データをインキツボキー４－１～４－ｎに対する開き量の
設定値としてメモリＭ１に、送り量データＲＳをインキツボローラ３に対する送り量の設
定値としてメモリＭ２に書き込む（ステップ１０１，１０２）。
【００３５】
絵柄データとしては、印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎに対応する
刷版７の各エリアの絵柄面積率データＳ１～Ｓｎが入力されることもあるし、インキツボ
キー４－１～４－ｎに対応する刷版７の各エリアの絵柄面積率をインキツボキー４－１～
４－ｎの開き量に変換したインキツボキー開き量データθ１～θｎが入力されることもあ
る。
【００３６】
入力された絵柄データが絵柄面積率データであった場合（ステップ１０３のＹＥＳ）、Ｃ
ＰＵ１０は、メモリＭ３に格納されている印刷ユニット９用の「絵柄面積率－インキツボ
キー開き量変換カーブ」を読み出し（ステップ１０４）、この読み出した「絵柄面積率－
インキツボキー開き量変換カーブ」を用いて絵柄面積率データＳ１～Ｓｎをインキツボキ
ー開き量θ１～θｎに変換し、メモリＭ１に格納し直す（ステップ１０５）。入力された
絵柄データがインキツボキー開き量データであった場合（ステップ１０３のＮＯ）、ＣＰ
Ｕ１０は、ステップ１０４，１０５を経ずに、直ちにステップ１０６へ進む。これにより
、メモリＭ１には、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量θ１～θｎが設定値として書
き込まれることになる。
【００３７】
〔インキ呼出し動作の間欠停止の必要性判断〕
続いて、ＣＰＵ１０は、インキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かを次のようにして判断
する。ステップ１０６において、ＣＰＵ１０は、スイッチ群１３における自動設定スイッ
チ１３－１のオンを待つ。オペレータによって自動設定スイッチ１３－１がオンとされる
と（ステップ１０６のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、小絵柄部カウンタ２４のカウント値を零
にリセットする（ステップ１０７）。
【００３８】
そして、メモリＭ１から最初のインキツボキーの開き量の設定値θ１を読み出す（ステッ
プ１０８）。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステップ１０９）。
そして、インキツボキーの開き量の設定値θ１と小絵柄部判定値θｓとを比較し（ステッ
プ１１０）、θ１＜θｓであれば、小絵柄部数カウンタ２４のカウント値を１アップする
（ステップ１１１）。θ１≧θｓであれば、直ちにステップ１１２へ進む。
【００３９】
すなわち、ＣＰＵ１０は、θ１＜θｓであれば（ステップ１１０のＹＥＳ）、インキツボ
キー４－１に対応する刷版７のエリアは小絵柄部であると判断し、小絵柄部数カウンタ２
４のカウント値を１アップする。これに対し、θ１≧θｓであれば（ステップ１１０のＮ
Ｏ）、インキツボキー４－１に対応する刷版７のエリアは大中絵柄部であると判断し、小
絵柄部数カウンタ２４のカウント値はアップせずに、直ちにステップ１１２へ進む。
【００４０】
ステップ１１２において、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１から次のインキツボキーの開き量の
設定値θ２を読み出す。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステップ
１１３）。そして、インキツボキーの開き量の設定値θ２と小絵柄部判定値θｓとを比較
し（ステップ１１４）、θ２＜θｓであれば、先のステップ１１１と同様にして小絵柄部
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であると判断し、小絵柄部数カウンタ２４のカウント値を１アップする（ステップ１１５
）。θ１≧θｓであれば、大中絵柄部であると判断し、直ちにステップ１１６へ進む。
【００４１】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ１１６においてメモリＭ１からの全てのインキ
ツボキーの開き量の設定値θの読み出しが確認されるまで、ステップ１１２～１１５の動
作を繰り返す。これにより、小絵柄部数カウンタ２４は、インキツボキー４－１～４－ｎ
のうち、その開き量の設定値θがθｓ以下の小絵柄部と判断されたインキツボキーの数（
小絵柄部数）をカウントすることになる。
【００４２】
ＣＰＵ１０は、この小絵柄部数カウンタ２４によってカウントされた小絵柄部数Ｋｍをメ
モリＭ１２に書き込み（ステップ１１７）、メモリＭ１３から小絵柄部数判定値Ｋｓを読
み出し（ステップ１１８）、小絵柄部数Ｋｍと小絵柄部数判定値Ｋｓとを比較する（ステ
ップ１１９）。
【００４３】
Ｋｍ≦Ｋｓであれば（ステップ１１９のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユニット９の版胴
８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が少なく、インキ呼出し動作の間欠停止は不
要であると判断する。
【００４４】
この場合、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１からインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎを
読み出し（ステップ１２０）、この読み出したインキツボキーの開き量の設定値θ１～θ
ｎをインキツボキー駆動装置２１のインキツボキーモータドライバ２１Ａへ送り（ステッ
プ１２１）、印刷時におけるインキツボキー４－１～４－ｎの開き量をθ１～θｎに合わ
せ込むようにする。
【００４５】
また、メモリＭ２からインキツボローラの送り量の設定値ＲＳを読み出し（ステップ１２
２）、この読み出したインキツボローラの送り量の設定値ＲＳをインキツボローラ駆動装
置２２のインキツボローラモータドライバ２２Ａへ送り（ステップ１２３）、インキツボ
ローラ３の送り量をＲＳに合わせ込む。
【００４６】
このようにして、ＣＰＵ１０は、小絵柄部の数が少ないと判断した場合、インキツボキー
４－１～４－ｎの開き量を通常の設定値θ１～θｎに合わせ込み、また印刷時におけるイ
ンキツボローラ３の送り量を通常の設定値ＲＳに合わせ込むようにし、一連の処理を終了
する。
【００４７】
これに対して、Ｋｍ＞Ｋｓである場合（ステップ１１９のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユ
ニット９の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、インキ呼出し動作の
間欠停止が必要であると判断する。
【００４８】
この場合、ＣＰＵ１０は、メモリＭ４から停止回数Ｗを読み出し（ステップ１２４：図３
）、この停止回数Ｗより呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出し停止開始
用カウンタ２３Ａへの設定値Ｃ１および呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへの設
定値Ｃ２を求め、それぞれメモリＭ８およびＭ９に書き込む（ステップ１２５）。また、
設定値Ｃ１を呼出し停止開始用カウンタ２３Ａへ、設定値Ｃ２を呼出しカウンタリセット
用カウンタ２３Ｂへ送り、セットする（ステップ１２６、１２７）。
【００４９】
例えば、停止回数Ｗが１回であった場合、本来ならば呼出し動作を２回行うところを１回
停止すると判断し、呼出し停止開始用カウンタ２３Ａへの設定値Ｃ１をＣ１＝１、呼出し
カウンタリセット用カウンタ２３Ｂへの設定値Ｃ２をＣ２＝２とする。この呼出し停止開
始用カウンタ２３Ａおよび呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへの設定値Ｃ１，Ｃ
２のセットにより、印刷ユニット９におけるインキ呼出しロール５のインキ呼出し動作の
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間欠停止の準備が整う。ここで、実際に印刷することも可能である。
【００５０】
〔インキ呼出し動作の間欠停止〕
印刷ユニット９におけるインキ呼出し動作の間欠停止について、停止回数Ｗが１回である
場合を例にとって説明しておく。印刷機の運転が開始されると、呼出し停止開始用カウン
タ２３Ａおよび呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂには、印刷機の回転に同調して
インキ呼出しロール５を往復揺動させる駆動用カムと同軸回転する回転軸の１回転毎に、
インキ呼出しカム回転検出用センサ２５より１パルスの信号（センサ信号）が与えられる
。
【００５１】
呼出し停止開始用カウンタ２３Ａは、このセンサ信号をＣ１回（この例では、１回）カウ
ントすると、フリップフロップ回路２３ＣのＳ入力に「Ｈ」レベルを出力してフリップフ
ロップ回路２３Ｃをセット状態とし、そのＱ出力を「Ｈ」レベルとする。このフリップフ
ロップ回路２３Ｃからの「Ｈ」レベルのＱ出力を受けて、呼出し停止用エアシリンダ２３
Ｄが作動し、インキ呼出しロール５をインキローラ６－１側に押し付け、インキ呼出し動
作を停止させる。インキ呼出し動作の停止状態であっても、インキ呼出しロール５を往復
揺動させる駆動用カムと同軸回転する回転軸は回転を続けるので、呼出し停止開始用カウ
ンタ２３Ａおよび呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへのセンサ信号は入力され続
ける。
【００５２】
呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂは、センサ信号をＣ２回（この例では、２回）
カウントすると、フリップフロップ回路２３Ｃをリセット状態とし、そのＱ出力を「Ｌ」
レベルとする。これにより、呼出し停止用エアシリンダ２３Ｄが非作動状態に戻り、イン
キ呼出し動作が再開される。また、呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂは、センサ
信号をＣ２回カウントすると、自己のカウント値および呼出し停止開始用カウンタ２３Ａ
のカウント値を零に戻し、次のセンサ信号の入力に備える。このようにして、停止回数Ｗ
が１回とされた場合、１回休んで１回呼出し動作を行うというように、インキ呼出し動作
が間欠的に停止される。
【００５３】
〔インキツボキーの開き量の補正〕
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１から最初のインキツボキーの開き量の設定値θ１を読み
出す（ステップ１２８）。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステッ
プ１２９）。そして、この読み出したインキツボキーの開き量の設定値θ１と小絵柄部判
定値θｓとを比較し（ステップ１３０）、θ１＜θｓであればステップ１３１へ進み、θ
１≧θｓであればステップ１３２へ進む。
【００５４】
すなわち、θ１＜θｓであれば（ステップ１３０のＮＯ）、インキツボキー４－１に対応
する刷版７のエリアは小絵柄部であると判断し、メモリＭ１から読み出したインキツボキ
ーの開き量の設定値θ１をそのままθ１’としてメモリＭ６に書き込む（ステップ１３１
）。
【００５５】
これに対し、θ１≧θｓであれば（ステップ１３０のＹＥＳ）、インキツボキー４－１に
対応する刷版７のエリアは大中絵柄部であると判断し、メモリＭ７から補正係数αを読み
出し（ステップ１３２）、この補正係数αをメモリＭ１から読み出したインキツボキーの
開き量の設定値θ１に掛け、設定値θ１に対する補正量を求める（ステップ１３３）。
【００５６】
そして、この補正量を設定値θ１に加え、インキツボキーの開き量の補正値θ１’を求め
、メモリＭ６に書き込む（ステップ１３４）。これにより、対応するエリアが大中絵柄部
であると判断されたインキツボキー４－１に対する開き量の設定値θ１は、その設定値θ
１に補正係数αを掛けた値だけ大きくなるように補正される。
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【００５７】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１から次のインキツボキーの開き量の設定値θ２を読み出
す（ステップ１３５）。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステップ
１３６）。そして、インキツボキーの開き量の設定値θ２と小絵柄部判定値θｓとを比較
し（ステップ１３７）、θ２＜θｓであれば、先のステップ１３１と同様にして、設定値
θ２をそのままθ２’としてメモリＭ６に書き込む（ステップ１３８）。
【００５８】
θ２≧θｓであれば、先のステップ１３２～１３４と同様にして、メモリＭ７から補正係
数αを読み出し（ステップ１３９）、この補正係数αを設定値θ２に掛けて補正量を求め
（ステップ１４０）、設定値θ２にこの補正量を加えた値をθ２’としてメモリＭ６に書
き込む（ステップ１４１）。
【００５９】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ１４２においてメモリＭ１からの全てのインキ
ツボキーの開き量の設定値θの読み出しが確認されるまで、ステップ１３５～１４１の動
作を繰り返す。これにより、メモリＭ６には、インキツボキーの開き量の補正値θ１’～
θｎ’が格納される。
【００６０】
ここで、メモリＭ６に格納されたインキツボキーの開き量の補正値θ１’～θｎ’は、設
定値θが小絵柄部判定値θｓよりも小さいものについては実質的には補正されておらず、
設定値θが小絵柄部判定値θｓよりも大きいものだけが補正されている。すなわち、イン
キツボキー４－１～４－ｎに対するインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎは、その
対応するエリアが小絵柄部（θ＜θｓ）のものについては補正されないが、大中絵柄部（
θ≧θｓ）のものについてのみ補正されて大きくなる。
【００６１】
以上のように、この動作例１では、インキツボキーの開き量の設定値θに基づいて、各イ
ンキツボキーに対応するエリアが小絵柄部か否かを判定し、小絵柄部でないものについて
インキツボキーの開き量を補正する。
【００６２】
メモリＭ６へのインキツボキーの開き量の補正値θ１’～θｎ’の格納が完了すると（ス
テップ１４２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、メモリＭ６からインキツボキーの開き量の補正
値θ１’～θｎ’を読み出し（ステップ１４３）、この読み出したインキツボキーの開き
量の補正値θ１’～θｎ’をインキツボキー駆動装置２１のインキツボキーモータドライ
バ２１Ａへ送る（ステップ１４４）。これにより、インキツボキーモータ２１Ｂが駆動さ
れ、印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－ｎの開き量がθ１’～θｎ’に
合わせ込まれる。
【００６３】
また、ＣＰＵ１０は、メモリＭ２からインキツボローラの送り量の設定値ＲＳを読み出し
（ステップ１４５）、この読み出したインキツボローラの送り量の設定値ＲＳをインキツ
ボローラ駆動装置２２のインキツボローラモータドライバ２２Ａへ送る（ステップ１４６
）。これにより、印刷時、印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の送り量がＲＳに
合わせ込まれるようになる。
【００６４】
この動作例１では、インキ呼出し動作を間欠停止させるか否かが小絵柄部の数により自動
的に判断されるので、インキ呼出し回数の間引き運転をしなければならないのに間引き運
転しなかったり、通常の状態で運転しなければならないのに間引き運転してしまったりと
いう、オペレータの経験不足などから来る不具合が生じず、正常な印刷物が得られるよう
になる。また、損紙が多く発生する、余分な時間がかかる、オペレータに負担がかかる、
印刷資材が無駄になる、作業効率が悪くなる等の問題も解消される。
【００６５】
さらに、この動作例１では、インキ呼出し動作の間欠停止が行われる場合、インキツボキ
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ー４－１～４－ｎに対するインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎのうち、小絵柄部
を除く大中絵柄部の設定値だけが大きくなるように補正される。これにより、大中絵柄部
へのインキの供給量が増大し、小絵柄部でのインキの過剰供給と大中絵柄部でのインキ供
給量の不足とが同時に解消され、オペレータが試刷りを繰り返しながらインキツボキーの
開き量やインキローラの送り量を調整するという必要がなくなる。
【００６６】
〔動作例２：間欠停止＋インキツボローラの送り量の補正〕
上述した動作例１では、インキ呼出し動作を間欠的に停止させる場合、インキツボキーの
開き量の設定値θ１～θｎを絵柄面積率に応じて補正するようにしたが、インキツボロー
ラ３の送り量の設定値ＲＳを絵柄面積率に応じて補正するようにしてもよい。
【００６７】
以下に説明する動作例２では、インキツボローラ３の送り量の設定値ＲＳを大きくなるよ
うに補正することによって、インキツボキーの開き量が小さい小絵柄部へのインキの供給
量の増大に比べ、インキツボキーの開き量が大きい大中絵柄部へのインキの供給量をより
大きく増大させる。
【００６８】
図４にインキツボローラの送り量を調整することによる絵柄面積率（横軸）と印刷濃度（
縦軸）との関係を示す。インキツボローラの送り量を調整することによってその特性は変
化する。同図に示す特性Ｉのように、印刷濃度値が絵柄面積率に拘わらず一定値Ａである
状態から、インキツボローラの送り量を増加すると、濃度値は上昇する。この場合、特性
IIに示すように、絵柄面積率の小さい部分ではインキツボローラの送り量の増加に対する
印刷濃度値の上昇が鈍く、絵柄面積率が大きくなるにつれて印刷濃度値が徐々に上昇し、
ある絵柄面積率に達すると印刷濃度値は略一定となる。このことから、インキツボローラ
に対する送り量を大きくすると、大中絵柄部へのインキの供給量が増大することが分かる
。
【００６９】
次に動作例２における動作手順について説明する。図５はこの動作例２の要部を示すフロ
ーチャートである。このフローチャートは、図２に示したフローチャートのステップ１１
９でＮＯと判断された後の処理に続くもので、ステップ１１９までは動作例１の場合と同
じであるので、その説明は省略する。なお、この動作に入る前に、スイッチ群１３におけ
るオペレータのキー操作によって、各色の印刷ユニット９におけるインキツボローラ３に
対しての送り量の補正係数β（β１～β４）がメモリＭ１０に書き込まれているものとす
る。
【００７０】
Ｋｍ＞Ｋｓであることが確認された場合（図２：ステップ１１９のＮＯ）、ＣＰＵ１０は
、印刷ユニット９－１の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、インキ
呼出し動作の間欠停止が必要であると判断する。
【００７１】
この場合、ＣＰＵ１０は、メモリＭ４から停止回数Ｗを読み出し（ステップ１４７）、こ
の停止回数Ｗより呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出し停止開始用カウ
ンタ２３Ａへの設定値Ｃ１および呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへの設定値Ｃ
２を求め、それぞれメモリＭ８およびＭ９に書き込む（ステップ１４８）。また、設定値
Ｃ１を呼出し停止開始用カウンタ２３Ａへ、設定値Ｃ２を呼出しカウンタリセット用カウ
ンタ２３Ｂへ送り、セットする（ステップ１４９、１５０）。
【００７２】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ２からインキツボローラの送り量の設定値ＲＳを読み出す
（ステップ１５１）。また、メモリＭ１０から補正係数βを読み出し（ステップ１５２）
、この補正係数βをメモリＭ２から読み出したインキツボローラの送り量の設定値ＲＳに
掛け、設定値ＲＳに対する補正量を求める（ステップ１５３）。そして、この補正量をメ
モリＭ２から読み出したインキツボローラの送り量の設定値ＲＳに加え、インキツボロー
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ラの送り量の補正値ＲＳ’（ＲＳ’＝（１＋β）・ＲＳ）を求め、メモリＭ１１に書き込
む（ステップ１５４）。これにより、インキツボローラ３に対する送り量の設定値ＲＳは
、その設定値ＲＳに補正係数βを掛けた値だけ大きくなるように補正される。
【００７３】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１からインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎを読み
出し（ステップ１５５）、この読み出したインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎを
インキツボキー駆動装置２１のインキツボキーモータドライバ２１Ａへ送る（ステップ１
５６）。これにより、インキツボキーモータ２１Ｂが駆動され、印刷ユニット９における
インキツボキー４－１～４－ｎの開き量がθ１～θｎに合わせ込まれる。
【００７４】
また、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１１からインキツボローラの送り量の補正値ＲＳ’を読み
出し（ステップ１５７）、この読み出したインキツボローラの送り量の補正値ＲＳ’をイ
ンキツボローラ駆動装置２２のインキツボローラモータドライバ２２Ａへ送る（ステップ
１５８）。これにより、印刷時、印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の送り量が
ＲＳ’に合わせ込まれるようになる。
【００７５】
この動作例２では、インキ呼出し動作を間欠停止させるか否かが小絵柄部の数により自動
的に判断される点では動作例１と同じであるが、インキ呼出し動作の間欠停止が行われる
場合、インキツボローラ３に対する送り量の設定値ＲＳが大きくなるように補正される。
これにより、小絵柄部へのインキの供給量の増大に比べ、大中絵柄部へのインキの供給量
がより大きく増大し、小絵柄部でのインキの過剰供給と大中絵柄部でのインキ供給量の不
足とが同時に解消され、オペレータが試刷りを繰り返しながらインキツボキーの開き量や
インキローラの送り量を調整するという必要がなくなる。
【００７６】
〔実施の形態２：自動方式▲２▼〕
次に、実施の形態２として、「間欠停止＋補正」をＣＰＵ１０の判断によって自動で行う
第２番目の方式（自動方式▲２▼）について説明する。
【００７７】
図６はこの実施の形態２に係るインキ供給量制御装置を示すブロック図である。同図にお
いて、図１と同一符号は同一或いは同等構成要素を示し、その説明は省略する。この実施
の形態２では、実施の形態１の小絵柄部判定値用メモリＭ１３に代えて、各印刷ユニット
の全インキツボキーの数を記憶するメモリＭ１４と、各印刷ユニットの全インキツボキー
の数に占める小絵柄部の割合に対する判定値を記憶するメモリＭ１５と、各印刷ユニット
の全インキツボキーの数に占める小絵柄部の割合を記憶するメモリＭ１６とを設けている
。
【００７８】
〔動作例１：間欠停止＋インキツボキーの開き量の補正〕
このインキ供給量制御装置における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１）を図７および
図８に分割して示したフローチャートに従って説明する。印刷ユニット９－１～９－４の
それぞれにおいて、同様の動作が行われるので、ここでは１つの印刷ユニット９での動作
例として説明する。
【００７９】
なお、この実施の形態では、各色の印刷ユニット９の全インキツボキーの数Ｋｎ（Ｋｎ１
～Ｋｎ４）がメモリＭ１４に、インキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かの判定を行うた
めの各色の小絵柄部の割合（小絵柄部割合判定値）γｓ（γｓ１～γｓ４）がメモリＭ１
５に書き込まれているものとする。
【００８０】
図７において、ステップ２０１～２１７までの動作は、図２に示したステップ１０１～１
１７までの動作と同じであるので、その説明は省略する。
ＣＰＵ１０は、小絵柄部数ＫｍをメモリＭ１２に書き込むと（ステップ２１７）、メモリ
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Ｍ１４に格納されている印刷ユニット９の全インキツボキーの数Ｋｎを読み出す（ステッ
プ２１８）。
【００８１】
そして、メモリＭ１２から読み出した小絵柄部数ＫｍとメモリＭ１４から読み出した全イ
ンキツボキーの数Ｋｎより、印刷ユニット９の全インキツボキーの数に占める小絵柄部の
割合γを求め（γ＝Ｋｍ／Ｋｎ）、この求めた全インキツボキーの数に占める小絵柄部の
割合γをメモリＭ１６に書き込む（ステップ２１９）。
【００８２】
さらに、メモリＭ１５から印刷ユニット９の小絵柄部割合判定値γｓを読み出し（ステッ
プ２２０）、この読み出した小絵柄部割合判定値γｓと先のステップ２１９で求めた全イ
ンキツボキーの数に占める小絵柄部の割合γとを比較する（ステップ２２１）。
【００８３】
γ＜γｓであれば（ステップ２２１のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユニット９の版胴８
にセットされている刷版７は小絵柄部の数が少なく、インキ呼出し動作の間欠停止は不要
であると判断する。この場合、図２に示したステップ１２０～１２３に対応するステップ
２２２～２２５の処理動作により、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量を通常の設定
値θ１～θｎに合わせ込み、また印刷時におけるインキツボローラ３の送り量を通常の設
定値ＲＳに合わせ込むようにし、一連の処理を終了する。
【００８４】
これに対して、γ≧γｓであった場合（ステップ２２１のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユ
ニット９の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、インキ呼出し動作の
間欠停止が必要であると判断する。
この場合、ＣＰＵ１０は、図３に示したステップ１２４～１４６に対応するステップ２２
６～２４８（図８）の処理動作により、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量を補正値
θ１’～θｎ’に合わせ込む。
【００８５】
この動作例１では、インキ呼出し動作を間欠停止させるか否かが小絵柄部の割合により自
動的に判断され、この判断に基づいてＣＰＵ１０からインキ呼出し動作の間欠停止が指示
されると、インキツボキー４－１～４－ｎに対するインキツボキーの開き量の設定値θ１
～θｎのうち、小絵柄部を除く大中絵柄部の設定値だけが大きくなるように補正される。
これにより、大中絵柄部へのインキの供給量が増大し、小絵柄部でのインキの過剰供給と
大中絵柄部でのインキ供給量の不足とが同時に解消される。
【００８６】
この動作例１では、インキ呼出し動作を間欠停止させるか否かが小絵柄部の割合により自
動的に判断されるので、インキ呼出し回数の間引き運転をしなければならないのに間引き
運転しなかったり、通常の状態で運転しなければならないのに間引き運転してしまったり
という、オペレータの経験不足などから来る不具合が生じず、正常な印刷物が得られるよ
うになる。また、損紙が多く発生する、余分な時間がかかる、オペレータに負担がかかる
、印刷資材が無駄になる、作業効率が悪くなる等の問題も解消される。
【００８７】
さらに、この動作例１では、インキ呼出し動作の間欠停止が行われる場合、インキツボキ
ー４－１～４－ｎに対するインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎのうち、小絵柄部
を除く大中絵柄部の設定値だけが大きくなるように補正される。これにより、大中絵柄部
へのインキの供給量が増大し、小絵柄部でのインキの過剰供給と大中絵柄部でのインキ供
給量の不足とが同時に解消され、オペレータが試刷りを繰り返しながらインキツボキーの
開き量やインキローラの送り量を調整するという必要がなくなる。
【００８８】
〔動作例２：間欠停止＋インキツボローラの送り量の補正〕
上述した動作例１では、インキ呼出し動作を間欠的に停止させる場合、インキツボキーの
開き量の設定値θ１～θｎを絵柄面積率に応じて補正するようにしたが、インキツボロー
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ラ３の送り量の設定値ＲＳを絵柄面積率に応じて補正するようにしてもよい。
【００８９】
すなわち、図７のステップ２２１においてγ≧γｓと判断された場合、図９に示すステッ
プ２４９～２６０の処理動作（図５に示したステップ１４７～１５８に対応する処理動作
）を実行することによって、インキツボローラ３の送り量を補正値ＲＳ’に合わせ込むよ
うにしてもよい。
【００９０】
この動作例２では、インキ呼出し動作を間欠停止させるか否かが小絵柄部の割合により自
動的に判断される点では動作例１と同じであるが、インキ呼出し動作の間欠停止が行われ
る場合、インキツボローラ３に対する送り量の設定値ＲＳが大きくなるように補正される
。これにより、小絵柄部へのインキの供給量の増大に比べ、大中絵柄部へのインキの供給
量がより大きく増大し、小絵柄部でのインキの過剰供給と大中絵柄部でのインキ供給量の
不足とが同時に解消され、オペレータが試刷りを繰り返しながらインキツボキーの開き量
やインキローラの送り量を調整するという必要がなくなる。
【００９１】
なお、上述した実施の形態１では、小絵柄部判定値θｓを定め、この小絵柄部判定値θｓ
よりも小さいインキツボキーの数を小絵柄部数Ｋｍとしてカウントするようにしたが、す
なわちインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎのうちθ＜θｓの数を小絵柄部数Ｋｍ
としてカウントするようにしたが、零よりも大きくθｓよりも小さい（０＜θ＜θｓ）イ
ンキツボキーの数を小絵柄部数Ｋｍとしてカウントするようにしてもよい。インキツボキ
ーの開き量の設定値θ１～θｎから零を除くことにより、両端の開き量が０％とされるイ
ンキツボキーや印刷されない部分のインキツボキーが除外され、実際に印刷される小絵柄
部のみが小絵柄部数としてカウントされるようになる。
【００９２】
〔実施の形態３〕
また、上述した実施の形態２では、印刷ユニット９における全インキツボキーの数Ｋｎに
対する小絵柄部数Ｋｍの割合としてγを求めるようにしたが、全インキツボキーの数Ｋｎ
ではなく、印刷に使用するインキツボキーの数Ｋｘに対する小絵柄部数Ｋｍの割合として
γを求めるようにしてもよい。印刷に使用するインキツボキーの数Ｋｘは、例えば下記に
示す▲１▼，▲２▼の方法で求める。なお、この▲１▼，▲２▼の方法において、小絵柄
部数Ｋｍは、開き量の設定値が零よりも大きく小絵柄部判定値θｓよりも小さい（０＜θ
＜θｓ）インキツボキーの数とする。
【００９３】
〔▲１▼プリセット情報として入力される用紙サイズを使用する方法〕
インキツボキーの総数ｎが偶数の場合、用紙サイズ／インキツボキーの幅／２＝ａとし、
印刷に使用するインキツボキーの数ＫｘをＫｘ＝（ａの端数を繰り上げ整数とした値）×
２として求める。また、インキツボキーの総数ｎが奇数の場合、〔（用紙サイズ／インキ
ツボキーの幅）－１〕／２＝ａ’とし、印刷に使用するインキツボキーの数ＫｘをＫｘ＝
（ａ’の端数を繰り上げ整数とした値）×２＋１として求める。
【００９４】
〔▲２▼絵柄データを使用する方法〕
印刷に使用するインキツボキーの数ＫｘをＫｘ＝(インキツボキーの総数ｎ)－(設定値が
０％となっているインキツボキーの数)として求める。
【００９５】
〔実施の形態３の具体例〕
図１０に上述した絵柄データを使用する方法（方法▲２▼）を採用した場合のインキ供給
量制御装置のブロック図を示す。同図において、図６と同一符号は同一或いは同等構成要
素を示し、その説明は省略する。この実施の形態３では、実施の形態２の各印刷ユニット
の全インキツボキーの数に占める小絵柄部の割合用メモリＭ１５に代えて、各印刷ユニッ
トの印刷に使用するインキツボキーの数に占める小絵柄部の割合用メモリＭ１７と、各印
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刷ユニットの印刷に使用するインキツボキーの数用のメモリＭ１８と、開き量零のインキ
ツボキーの数用メモリＭ１９とを設けている。また、開き量零のインキツボキー数用のカ
ウンタ２６を設けている。
【００９６】
〔インキ呼出し動作の間欠停止の必要性の判断〕
このインキ供給量制御装置におけるインキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かの判断動作
を図１１および図１２に分割して示したフローチャートに従って説明する。図１１におい
て、ステップ３０１～３０６までの動作は、図７に示したステップ２０１～２０６までの
動作と同じであるので、その説明は省略する。
【００９７】
オペレータによって自動設定スイッチ１３－１がオンとされると（ステップ３０６のＹＥ
Ｓ）、ＣＰＵ１０は、開き量零のインキツボキー数用のカウンタ２６のカウント値を零に
リセットする（ステップ３０７）。そして、メモリＭ１から最初のインキツボキーの開き
量の設定値θ１を読み出す（ステップ３０８）。そして、インキツボキーの開き量の設定
値θ１が零でないか否かをチェックし（ステップ３０９）、θ１＝０であれば、開き量零
のインキツボキー数用のカウンタ２６のカウント値を１アップする（ステップ３１０）。
θ１≠０であれば、直ちにステップ３１１へ進む。
【００９８】
ステップ３１１において、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１から次のインキツボキーの開き量の
設定値θ２を読み出す。そして、インキツボキーの開き量の設定値θ２が零でないか否か
をチェックし（ステップ３１２）、θ２＝０であれば、開き量零のインキツボキー数用の
カウンタ２６のカウント値を１アップする（ステップ３１３）。θ１≠０であれば、直ち
にステップ３１４へ進む。
【００９９】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ３１４においてメモリＭ１からの全てのインキ
ツボキーの開き量の設定値θの読み出しが確認されるまで、ステップ３１１～３１３の動
作を繰り返す。これにより、開き量零のインキツボキー数用のカウンタ２６は、インキツ
ボキー４－１～４－ｎのうち、その開き量の設定値θが零と判断されたインキツボキーの
数をカウントすることになる。ＣＰＵ１０は、この開き量零のインキツボキー数用のカウ
ンタ２６によってカウントされた値を開き量零数Ｋ０としてメモリＭ１９に書き込む（ス
テップ３１５）。
【０１００】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１４から印刷ユニット９の全インキツボキーの数Ｋｎを読
み出し（ステップ３１６）、この読み出した印刷ユニット９の全インキツボキーの数Ｋｎ
からステップ３１５で求めた開き量零数Ｋ０を差し引いて、印刷に使用するインキツボキ
ーの数Ｋｘを算出する（ステップ３１７）。そして、この算出したインキツボキーの数Ｋ
ｘをメモリＭ１８に書き込む（ステップ３１８）。
【０１０１】
そして、ＣＰＵ１０は、小絵柄部数カウンタ２４のカウント値を零にリセットし(ステッ
プ３１９：図１２)、メモリＭ１から最初のインキツボキーの開き量の設定値θ１を読み
出す（ステップ３２０）。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステッ
プ３２１）。そして、インキツボキーの開き量の設定値θ１が０＜θ１＜θｓであるか否
かをチェックし（ステップ３２２）、０＜θ１＜θｓであれば、小絵柄部数カウンタ２４
のカウント値を１アップする（ステップ３２３）。０＜θ１＜θｓでなければ、直ちにス
テップ３２４へ進む。
【０１０２】
すなわち、ＣＰＵ１０は、０＜θ１＜θｓであれば（ステップ３２２のＹＥＳ）、インキ
ツボキー４－１に対応する刷版７のエリアは小絵柄部であると判断し、小絵柄部数カウン
タ２４のカウント値を１アップする。これに対し、０＜θ１＜θｓでなければ（ステップ
３２２のＮＯ）、インキツボキー４－１に対応する刷版７のエリアは大中絵柄部あるいは
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印刷に使用されない部分であると判断し、小絵柄部数カウンタ２４のカウント値はアップ
せずに、直ちにステップ３２４へ進む。
【０１０３】
ステップ３２４において、ＣＰＵ１０は、メモリＭ１から次のインキツボキーの開き量の
設定値θ２を読み出す。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θｓを読み出す（ステップ
３２５）。そして、インキツボキーの開き量の設定値θ２が０＜θ２＜θｓであるか否か
をチェックし（ステップ３２６）、０＜θ２＜θｓであれば、小絵柄部数カウンタ２４の
カウント値を１アップする（ステップ３２７）。０＜θ２＜θｓでなければ、直ちにステ
ップ３２８へ進む。
【０１０４】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ３２８においてメモリＭ１からの全てのインキ
ツボキーの開き量の設定値θの読み出しが確認されるまで、ステップ３２４～３２７の動
作を繰り返す。これにより、小絵柄部数カウンタ２４は、インキツボキー４－１～４－ｎ
のうち、その開き量の設定値θが０＜θ＜θｓの小絵柄部と判断されたインキツボキーの
数（小絵柄部数）をカウントすることになる。ＣＰＵ１０は、この小絵柄部数カウンタ２
４によってカウントされた小絵柄部数をＫｍとしてメモリＭ１２に書き込み（ステップ３
２９）、メモリＭ１８から印刷ユニット９の印刷に使用するインキツボキーの数Ｋｘを読
み出す（ステップ３３０）。
【０１０５】
そして、メモリＭ１２から読み出した小絵柄部数ＫｍとメモリＭ１８から読み出した印刷
に使用するインキツボキーの数Ｋｘより、印刷ユニット９の印刷に使用するインキツボキ
ーの数に占める小絵柄部の割合γを求め（γ＝Ｋｍ／Ｋｘ）、この求めた印刷に使用する
インキツボキーの数に占める小絵柄部の割合γをメモリＭ１６に書き込む（ステップ３３
１）。
【０１０６】
さらに、メモリＭ１７から印刷ユニット９の小絵柄部割合判定値γｓを読み出し（ステッ
プ３３２）、この読み出した小絵柄部割合判定値γｓと先のステップ３３１で求めた印刷
に使用するインキツボキーの数に占める小絵柄部の割合γとを比較する（ステップ３３３
）。
【０１０７】
γ＜γｓであれば（ステップ３３３のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユニット９の版胴８
にセットされている刷版７は小絵柄部の数が少なく、インキ呼出し動作の間欠停止は不要
であると判断する。この場合、図７に示したステップ２２２～２２５に対応するステップ
３３４～３３７の処理動作により、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量を通常の設定
値θ１～θｎに合わせ込み、また印刷時におけるインキツボローラ３の送り量を通常の設
定値ＲＳに合わせ込むようにし、一連の処理を終了する。
【０１０８】
これに対して、γ≧γｓであった場合（ステップ３３３のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユ
ニット９の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、インキ呼出し動作の
間欠停止が必要であると判断する。この場合、ＣＰＵ１０は、図８に示したステップ２２
６～２４８に対応する処理動作(動作例１)により、インキツボキー４－１～４－ｎの開き
量を補正値θ１’～θｎ’に合わせ込む。あるいは、図９に示したステップ２４９～２６
０に対応する処理動作(動作例２)により、印刷時におけるインキツボローラ３の送り量を
補正値ＲＳ’に合わせ込むようにする。
【０１０９】
〔実施の形態４：自動方式〕
実施の形態１で説明した自動方式では、インキツボキー４の開き量の設定値θを補正した
り、インキツボローラ３の送り量の設定値ＲＳを補正するようにした。これに対し、実施
の形態４の自動方式では、インキツボキー４の開き量の実際値θｐｖを補正したり、イン
キツボローラ３の送り量の実際値ＲＳｐｖを補正する。また、インキツボキーの開き量の
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実際値θｐｖが小絵柄部判定値θｓよりも小さいインキツボキーの数をカウントし、この
カウントしたインキツボキーの数がＫｓよりも大きい場合に、インキ呼出し回数の間引き
運転が必要であると判断する。図１３にこの実施の形態４のインキ供給量制御装置のブロ
ック図を示す。尚、図１３においては、図１のインキツボキー駆動装置２１のロータリー
エンコーダ２１Ｃがポテンショメータ２１Ｄに、インキツボローラ駆動装置２２のロータ
リエンコーダ２２Ｃがタコジェネレータ２２Ｄに置き換えられている。
【０１１０】
〔動作例１：間欠停止＋インキツボキーの開き量の補正〕
このインキ供給量制御装置における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１）を図１４およ
び図１５に分割して示したフローチャートに従って説明する。印刷ユニット９－１～９－
４のそれぞれにおいて、同様の動作が行われるので、ここでは１つの印刷ユニット９での
動作例として説明する。
【０１１１】
〔絵柄データ、送り量データの読み取り、記憶〕
この実施の形態４においても、図２に示したステップ１０１～１０５と対応するステップ
６０１～６０５の処理動作によって、メモリＭ１にインキツボキーの開き量の設定値θ１
～θｎを記憶し、メモリＭ２にインキツボローラの送り量の設定値ＲＳを記憶する。
【０１１２】
そして、メモリＭ１からインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎを読み出し（ステッ
プ６０６）、この読み出したインキツボキーの開き量の設定値θ１～θｎをインキツボキ
ー駆動装置２１のインキツボキーモータドライバ２１Ａへ送る（ステップ６０７）。これ
により、インキツボキーモータ２１Ｂが駆動され、印刷ユニット９におけるインキツボキ
ー４－１～４－ｎの開き量がθ１～θｎに合わせ込まれる。
【０１１３】
また、ＣＰＵ１０は、メモリＭ２からインキツボローラの送り量の設定値ＲＳを読み出し
（ステップ６０８）、この読み出したインキツボローラの送り量の設定値ＲＳをインキツ
ボローラ駆動装置２２のインキツボローラモータドライバ２２Ａへ送る（ステップ６０９
）。これにより、印刷時、印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の送り量がＲＳに
合わせ込まれる。
【０１１４】
〔インキ呼出し動作の間欠停止の必要性判断〕
続いて、インキ呼出し動作の間欠停止を行うか否かを次のようにして判断する。ステップ
６１０において、ＣＰＵ１０は、スイッチ群１３における自動設定スイッチ１３－２のオ
ンを待つ。オペレータによって自動設定スイッチ１３－２がオンとされると（ステップ６
１０のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、小絵柄部カウンタ２４のカウント値を零にリセットする
（ステップ６１１）。
【０１１５】
そして、最初のインキツボキーのポテンショメータ２１Ｄよりインキツボキーの開き量の
実際値θ１ｐｖを読み取る（ステップ６１２）。また、メモリＭ５から小絵柄部判定値θ
ｓを読み出す（ステップ６１３）。そして、インキツボキーの開き量の実際値θ１ｐｖと
小絵柄部判定値θｓとを比較し（ステップ６１４）、θ１ｐｖ＜θｓであれば、小絵柄部
数カウンタ２４のカウント値を１アップする（ステップ６０５）。θ１ｐｖ≧θｓであれ
ば、直ちにステップ６１６へ進む。
【０１１６】
すなわち、ＣＰＵ１０は、θ１ｐｖ＜θｓであれば（ステップ６１４のＹＥＳ）、インキ
ツボキー４－１に対応する刷版７のエリアは小絵柄部であると判断し、小絵柄部数カウン
タ２４のカウント値を１アップする。これに対し、θ１ｐｖ≧θｓであれば（ステップ６
１４のＮＯ）、インキツボキー４－１に対応する刷版７のエリアは大中絵柄部であると判
断し、小絵柄部数カウンタ２４のカウント値はアップせずに、直ちにステップ６１６へ進
む。
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【０１１７】
ステップ６１６において、ＣＰＵ１０は、次のインキツボキーのポテンショメータ２１Ｄ
よりインキツボキーの開き量の実際値θ２ｐｖを読み取る。また、メモリＭ５から小絵柄
部判定値θｓを読み出す（ステップ６１７）。そして、インキツボキーの開き量の実際値
θ２ｐｖと小絵柄部判定値θｓとを比較し（ステップ６１８）、θ２ｐｖ＜θｓであれば
、先のステップ６１５と同様にして小絵柄部であると判断し、小絵柄部数カウンタ２４の
カウント値を１アップする（ステップ６１９）。θ１ｐｖ≧θｓであれば、大中絵柄部で
あると判断し、直ちにステップ６２０へ進む。
【０１１８】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ６２０において全てのインキツボキーのポテン
ショメータ２１Ｄよりインキツボキーの開き量の実際値θｐｖの読み取りが確認されるま
で、ステップ６１６～６２０の動作を繰り返す。これにより、小絵柄部数カウンタ２４は
、インキツボキー４－１～４－ｎのうち、その開き量の実際値θｐｖがθｓより小さい小
絵柄部と判断されたインキツボキーの数（小絵柄部数）をカウントすることになる。
【０１１９】
ＣＰＵ１０は、この小絵柄部数カウンタ２４によってカウントされた小絵柄部数Ｋｍをメ
モリＭ１２に書き込み（ステップ６２１）、メモリＭ１３から小絵柄部数判定値Ｋｓを読
み出し（ステップ６２２）、小絵柄部数Ｋｍと小絵柄部数判定値Ｋｓとを比較する（ステ
ップ６２３）。
【０１２０】
Ｋｍ≦Ｋｓであれば（ステップ６２３のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユニット９の版胴
８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が少なく、インキ呼出し動作の間欠停止は不
要であると判断し、一連の処理を終了する。
【０１２１】
これに対して、Ｋｍ＞Ｋｓである場合（ステップ６２３のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、印刷ユ
ニット９の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、インキ呼出し動作の
間欠停止が必要であると判断する。
【０１２２】
この場合、ＣＰＵ１０は、メモリＭ４から停止回数Ｗを読み出し（ステップ６２４：図１
５）、図３に示したステップ１２５～１２７に対応するステップ６２５～６２７の処理動
作によって、呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出し停止開始用カウンタ
２３Ａおよび呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへ設定値Ｃ１および設定値Ｃ２を
セットし、印刷ユニット９におけるインキ呼出しロール５のインキ呼出し動作の間欠停止
の準備を整える。
【０１２３】
〔インキツボキーの開き量の補正〕
次に、ＣＰＵ１０は、最初のインキツボキーのポテンショメータ２１Ｄよりインキツボキ
ーの開き量の実際値θ１ｐｖを読み取る（ステップ６２８）。また、メモリＭ５から小絵
柄部判定値θｓを読み出す（ステップ６２９）。そして、この読み出したインキツボキー
の開き量の実際値θ１ｐｖと小絵柄部判定値θｓとを比較し（ステップ６３０）、θ１ｐ
ｖ＜θｓであればステップ６３１へ進み、θ１ｐｖ≧θｓであればステップ６３２へ進む
。
【０１２４】
すなわち、θ１ｐｖ＜θｓであれば（ステップ６３０のＮＯ）、インキツボキー４－１に
対応する刷版７のエリアは小絵柄部であると判断し、ポテンショメータ２１Ｄより読み取
ったインキツボキーの開き量の実際値θ１ｐｖをそのままθ１ｐｖ’としてメモリＭ２０
に書き込む（ステップ６３１）。
【０１２５】
これに対し、θ１ｐｖ≧θｓであれば（ステップ６３０のＹＥＳ）、インキツボキー４－
１に対応する刷版７のエリアは大中絵柄部であると判断し、メモリＭ７から補正係数αを
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読み出し（ステップ６３２）、この補正係数αをポテンショメータ２１Ｄより読み取った
インキツボキーの開き量の実際値θ１ｐｖに掛け、実際値θ１ｐｖに対する補正量を求め
る（ステップ６３３）。
【０１２６】
そして、この補正量を実際値θ１ｐｖに加え、インキツボキーの開き量の補正値θ１ｐｖ
’を求め、メモリＭ２０に書き込む（ステップ６３４）。これにより、対応するエリアが
大中絵柄部であると判断されたインキツボキー４－１に対する開き量の実際値θ１ｐｖは
、その実際値θ１ｐｖに補正係数αを掛けた値だけ大きくなるように補正される。
【０１２７】
次に、ＣＰＵ１０は、次のインキツボキーのポテンショメータ２１Ｄよりインキツボキー
の開き量の実際値θ２ｐｖを読み出す（ステップ６３５）。また、メモリＭ５から小絵柄
部判定値θｓを読み出す（ステップ６３６）。そして、インキツボキーの開き量の実際値
θ２ｐｖと小絵柄部判定値θｓとを比較し（ステップ６３７）、θ２ｐｖ＜θｓであれば
、先のステップ６３１と同様にして、実際値θ２ｐｖをそのままθ２ｐｖ’としてメモリ
Ｍ２０に書き込む（ステップ６３８）。
【０１２８】
θ２ｐｖ≧θｓであれば、先のステップ６３２～６３４と同様にして、メモリＭ７から補
正係数αを読み出し（ステップ６３９）、この補正係数αを実際値θ２ｐｖに掛けて補正
量を求め（ステップ６４０）、実際値θ２ｐｖにこの補正量を加えた値をθ２ｐｖ’とし
てメモリＭ２０に書き込む（ステップ６４１）。
【０１２９】
以下同様にして、ＣＰＵ１０は、ステップ６４２において全てのインキツボキーのポテン
ショメータ２１Ｄよりインキツボキーの開き量の実際値θｐｖの読み取りが確認されるま
で、ステップ６３５～６４１の動作を繰り返す。これにより、メモリＭ２０には、インキ
ツボキーの開き量の補正値θ１ｐｖ’～θｎｐｖ’が格納される。
【０１３０】
ここで、メモリＭ２０に格納されたインキツボキーの開き量の補正値θ１ｐｖ’～θｎｐ
ｖ’は、実際値θｐｖが小絵柄部判定値θｓよりも小さいものについては実質的には補正
されておらず、実際値θｐｖが小絵柄部判定値θｓよりも大きいものだけが補正されてい
る。すなわち、インキツボキー４－１～４－ｎの開き量の実際値θ１ｐｖ～θｎｐｖは、
その対応するエリアが小絵柄部（θｐｖ＜θｓ）のものについては補正されないが、大中
絵柄部（θｐｖ≧θｓ）のものについてのみ補正されて大きくなる。
【０１３１】
メモリＭ２０へのインキツボキーの開き量の補正値θ１ｐｖ’～θｎｐｖ’の格納が完了
すると（ステップ６４２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、メモリＭ２０からインキツボキーの
開き量の補正値θ１ｐｖ’～θｎｐｖ’を読み出し（ステップ６４３）、この読み出した
インキツボキーの開き量の補正値θ１ｐｖ’～θｎｐｖ’をインキツボキー駆動装置２１
のインキツボキーモータドライバ２１Ａへ送る（ステップ６４４）。これにより、インキ
ツボキーモータ２１Ｂが駆動され、印刷ユニット９におけるインキツボキー４－１～４－
ｎの開き量がθ１ｐｖ’～θｎｐｖ’に合わせ込まれる。
【０１３２】
〔動作例２：間欠停止＋インキツボローラの送り量の補正〕
上述した動作例１では、インキ呼出し動作を間欠的に停止させる場合、インキツボキーの
開き量の実際値θ１ｐｖ～θｎｐｖを絵柄面積率に応じて補正するようにしたが、インキ
ツボローラ３の送り量の実際値ＲＳｐｖを絵柄面積率に応じて補正するようにしてもよい
。
【０１３３】
以下に説明する動作例２では、インキツボローラ３の送り量の実際値ＲＳを大きくなるよ
うに補正することによって、インキツボキーの開き量が小さい小絵柄部へのインキの供給
量の増大に比べ、インキツボキーの開き量が大きい大中絵柄部へのインキの供給量をより
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大きく増大させる。
【０１３４】
図１６はこの動作例２の要部を示すフローチャートである。このフローチャートは、図１
４に示したフローチャートのステップ６２３でＮＯと判断された後の処理に続くもので、
ステップ６２３までは動作例１の場合と同じであるので、その説明は省略する。
【０１３５】
Ｋｍ＞Ｋｓであることが確認された場合（図１４：ステップ６２３のＮＯ）、ＣＰＵ１０
は、印刷ユニット９－１の版胴８にセットされている刷版７は小絵柄部の数が多く、イン
キ呼出し動作の間欠停止が必要であると判断する。
【０１３６】
この場合、ＣＰＵ１０は、メモリＭ４から停止回数Ｗを読み出し（ステップ６４５）、こ
の停止回数Ｗより呼出し停止用エアシリンダ駆動装置２３における呼出し停止開始用カウ
ンタ２３Ａへの設定値Ｃ１および呼出しカウンタリセット用カウンタ２３Ｂへの設定値Ｃ
２を求め、それぞれメモリＭ８およびＭ９に書き込む（ステップ６４６）。また、設定値
Ｃ１を呼出し停止開始用カウンタ２３Ａへ、設定値Ｃ２を呼出しカウンタリセット用カウ
ンタ２３Ｂへ送り、セットする（ステップ６４７、６４８）。
【０１３７】
次に、ＣＰＵ１０は、タコジェネレータ２２Ｄよりインキツボローラの送り量の実際値Ｒ
Ｓｐｖを読み取る（ステップ６４９）。また、メモリＭ１０から補正係数βを読み出し（
ステップ６５０）、この補正係数βをタコジェネレータ２２Ｄより読み取ったインキツボ
ローラの送り量の実際値ＲＳｐｖに掛け、実際値ＲＳｐｖに対する補正量を求める（ステ
ップ６５１）。そして、この補正量をタコジェネレータ２２Ｄより読み取ったインキツボ
ローラの送り量の実際値ＲＳｐｖに加え、インキツボローラの送り量の補正値ＲＳｐｖ’
を求め、メモリＭ２１に書き込む（ステップ６５２）。これにより、インキツボローラ３
の送り量の実際値ＲＳｐｖは、その実際値ＲＳｐｖに補正係数βを掛けた値だけ大きくな
るように補正される。
【０１３８】
次に、ＣＰＵ１０は、メモリＭ２１からインキツボローラの送り量の補正値ＲＳｐｖ’を
読み出し（ステップ６５３）、この読み出したインキツボローラの送り量の補正値ＲＳｐ
ｖ’をインキツボローラ駆動装置２２のインキツボローラモータドライバ２２Ａへ送る（
ステップ６５４）。これにより、印刷時、印刷ユニット９におけるインキツボローラ３の
送り量がＲＳｐｖ’に合わせ込まれるようになる。
【０１３９】
なお、上述した実施の形態１～４では、インキツボローラ３とインキロール６－１との間
にインキ呼出しロール５を設けた例で説明したが、インキツボローラ３からインキ着ロー
ル６－２に至るロール群のいずれかをインキ呼出しロールとし、そのインキ呼出しロール
の揺動を間欠的に停止させるようにしたものにも同様にして適用することができる。
【０１４０】
【発明の効果】
　以上説明したことから明らかなように本発明によれば、インキツボキーの開き量が所定
の範囲にあるインキツボキーの数をカウントし、このカウントしたインキツボキーの数に
基づいてインキ呼出しロール間欠停止手段を作動させるようにしたので、インキ呼出し動
作の間欠停止を行うか否かの判断を自動化し、オペレータの負担を軽減することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る印刷機のインキ供給量制御装置の一実施の形態（実施の形態１）
を示すブロック図である。
【図２】　実施の形態１における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１，動作例２）を説
明するためのフローチャートである。
【図３】　図２に続く実施の形態１の動作例１のフローチャートである。
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【図４】　インキツボローラの送り量を調整することによる絵柄面積率と印刷濃度との関
係を示す図である。
【図５】　図２に続く実施の形態１の動作例２のフローチャートである。
【図６】　本発明に係る印刷機のインキ供給量制御装置の他の実施の形態（実施の形態２
）を示すブロック図である。
【図７】　実施の形態２における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１，動作例２）を説
明するためのフローチャートである。
【図８】　図７に続く実施の形態２の動作例１のフローチャートである。
【図９】　図７に続く実施の形態２の動作例２のフローチャートである。
【図１０】　本発明に係る印刷機のインキ供給量制御装置の別の実施の形態（実施の形態
３）の具体例を示すブロック図である。
【図１１】　図１０に示したインキ供給量制御装置においてインキ呼出し動作の間欠停止
を行うか否かの判断動作を説明するためのフローチャートである。
【図１２】　図１１に続く処理動作のフローチャートである。
【図１３】　本発明に係る印刷機のインキ供給量制御装置の別の実施の形態（実施の形態
４）を示すブロック図である。
【図１４】　実施の形態４における印刷開始前の特徴的な動作（動作例１，動作例２）を
説明するためのフローチャートである。
【図１５】　図１４に続く実施の形態４の動作例１のフローチャートである。
【図１６】　図１４に続く実施の形態４の動作例２のフローチャートである。
【図１７】　輪転印刷機における各色の印刷ユニット内のインキ供給装置（インカー）の
要部を示す図である。
【図１８】　４色輪転印刷機を示す側面図である。
【符号の説明】
１…インキツボ、２…インキ、３…インキツボローラ、４（４－１～４－ｎ）…インキツ
ボキー、５…インキ呼出しロール、６…インキローラ群、７…刷版、８…版胴、９(９－
１～９－４)…印刷ユニット、１０…ＣＰＵ，１１…ＲＯＭ，１２…ＲＡＭ，１３…スイ
ッチ群、１３－１…補正ボタン、１３－１…自動設定スイッチ、１４…表示器、１５…ド
ライブ装置、１６…プリンタ、１７～２０…入出カインターフェイス（Ｉ／Ｏ）、２１（
２１－１～２１－ｎ）…インキツボキー駆動装置、２１Ａ…インキツボキーモータドライ
バ、２１Ｂ…インキツボキーモータ、２１Ｃ…ロータリエンコーダ、２１Ｄ…ポテンショ
メータ、２２（２２－１～２２－４）…インキツボローラ駆動装置、２２Ａ…インキツボ
ローラモータドライバ、２２Ｂ…インキツボローラモータ、２２Ｃ…ロータリエンコーダ
、２２Ｄ…タコジェネレータ、２３（２３－１～２３－４）…呼出し停止用エアシリンダ
駆動装置、２３Ａ…呼出し停止開始用カウンタ、２３Ｂ…呼出しカウンタリセット用カウ
ンタ、２３Ｃ…フリップフロップ回路、２３Ｄ…呼出し停止用エアシリンダ、２４…小絵
柄部カウンタ、２５…インキ呼出しカム回転検出用センサ、２６…開き量零のインキツボ
キー数用のカウンタ、Ｍ１…絵柄データ記憶用メモリ、Ｍ２…インキツボローラの送り量
データ用メモリ、Ｍ３…絵柄面積率－インキツボキー開き量変換カーブ用メモリ、Ｍ４…
停止回数用メモリ、Ｍ５…小絵柄判定値用メモリ、Ｍ６…補正したインキツボキーの開き
量用メモリ、Ｍ７…インキツボキー開き量補正係数用メモリ、Ｍ８…呼出し停止開始用カ
ウンタの設定値用メモリ、Ｍ９…呼出しカウンタリセット用カウンタの設定値用メモリ、
Ｍ１０…インキツボローラの送り量補正係数用メモリ、Ｍ１１…補正したインキツボロー
ラの送り量用メモリ、Ｍ１２…小絵柄部数カウンタ用メモリ、Ｍ１３…小絵柄部数判定値
用メモリ、Ｍ１４…各印刷ユニットの全インキツボキーの数用メモリ、Ｍ１５…各印刷ユ
ニットの全インキツボキーの数に占める小絵柄部の割合判定値用メモリ、Ｍ１６…小絵柄
部の割合用メモリ、Ｍ１７…各印刷ユニットの印刷に使用するインキツボキーの数に占め
る小絵柄部の割合判定値用メモリ、Ｍ１８…各印刷ユニットの印刷に使用するインキツボ
キーの数用メモリ、Ｍ１９…開き量零のインキツボキー数用メモリ、Ｍ２０…補正したイ
ンキツボキーの開き量用メモリ、Ｍ２１…補正したインキツボローラの送り量用メモリ。
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